
No.106

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）
・自治会が自治会住民のみを対象として行う行事等や、スポーツクラブ主催の事業が
中心の利用形態となっている。

0 0

0 0差引

予算額 決算額 備考

0 計0

項目項目

計

0

0

収入
予算額 決算額

支出

差引

事業・イベント名
なし

0

開催日時

1 1

1

1

参加者数

240,000

10,000 8,654

32,10050,000

全館の運営を統括

0

歳
出

計

光熱水費

計画

32,000

会計担当 1

役職等

統括責任者（自治会長）

委託料

その他

消耗品費

計

消防設備点検

モップ

222,647

17,710

1

33,000

440

実施状況

委託業者による

利用者による

当番による

年1回

年1回

毎利用時

毎月

日常清掃

定期清掃

毎利用後

月1回

随時

利用料

消防訓練

館内の清掃

全館清掃

防火管理者による点検

法定点検

建物火災に対する消火訓練

消防設備点検

消防設備点検

350,000

作業項目 作業内容 回数 実施日

決算額

R元年度実績 R2年度実績 対前年比(%)

1,436

指定管理者（R2年度）
備考

170,000

R2決算額

歳
入

0

令和2年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

賃借料 18,000

自治会会計より他

修繕費

314,551

手洗器具交換他

R元決算額

設定目標値

一般利用者

221,241

下堀自治会

上田市下堀コミュニティセンター施設名称

指定管理者名

計 350,000 314,551

180,000

その他収入

項目 予算額
93,310

トイレ・台所用品他

計

差引 0 0

管理部門の統括、総務業務

実績 職務内容等

総務業務補佐、経理担当

管理担当

0

内容

備考

利用料金平成28年4月1日から令和8年3月31日

・下堀コミュニティセンターの利用許可に関する業務
・下堀コミュニティセンターの施設、設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

市民まちづくり推進部　市民参加・協働推進課

利用区分等

収
入

3,345

市

42.93%

備考項目



６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対
する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。

環境への配慮 省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○

○

○

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。

○

○

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されてい
るか。責任者や指揮命令系統は明確か。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握
し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整
理整頓が行われているかどうか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。施設運
営に不要な経費の支出がないか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞な
く提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。

評価

○

○

○

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われて
いるか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

報告書等の提出

評価項目 判　断　基　準 評価

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切に行われ
ているか。

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

支出の状況

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だしなみや言
葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

従業員の施設利用者への対応

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施状
況

電気・ガス・水道・燃料の使用
状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状況

従業員の配置状況

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容



（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

評価

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

○緊急・災害時への対応

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法
が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

○

法定帳簿

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施
等、漏洩防止の対策が講じられているか。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されている
か。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難
訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

公平性の確保等

評価項目

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

評価項目 判　断　基　準

判　断　基　準

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

労働時間

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入してい
るか。（※加入不要な施設は評価対象外）

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のため
に必要な対策が講じられているか。 ○

評価

なし



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・利用率向上のため、利用団体等の他地区へのＰＲ及び仕様推進の呼びかけをした。
・施設の管理を常に心掛け、消耗品等の不足がないよう、確認及び事前補充等に努めた。

・電気等の消し忘れを防ぐため、注意看板を館内に掲載し、利用者に対して使用報告書
に記入をお願いした。

・毎月、全館清掃日を設け地区住民の協力により清掃活動を実施した。
・花と緑の街づくり協議会を中心に、草刈り・花木の剪定等を行った。

・コロナ禍により利用料収入が減少し、下堀自治会の区費に頼らざるを得ない状況。
・神川地区の公共団体（消防団等）の利用があり、利用料免除利用が多くなりつつ
ある。

・なし

・なし

・なし

(１)令和2年度（令和2年4月1日～令和3年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

(４)その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他



No.107

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）
・自治会が自治会住民のみを対象として行う行事等や、スポーツクラブ主催の事業が
中心の利用形態となっている。

利用料金平成28年4月1日から令和8年3月31日

・上田市まほろばの里交流会館の利用許可に関する業務
・上田市まほろばの里交流会館の施設、設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

市民まちづくり推進部　市民参加・協働推進課

利用区分等

収
入

1,569

管理担当

0

150,000

自治会会計他

差引 0

市

59.59%

計画

1

令和2年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

修繕費

指定管理者名

計

65,000

802,000 519,204

0

管理部門の統括、総務業務

実績 職務内容等

総務業務補佐、経理担当

消耗品費

519,204

光熱水費

65,000 消防設備点検

作業項目 作業内容 回数 実施日

矢沢自治会

上田市まほろばの里交流会館施設名称

その他収入

項目 予算額
0

決算額

歳
入

R元決算額

設定目標値

一般利用者

519,204

R元年度実績 R2年度実績 対前年比(%)

935

指定管理者（R2年度）
備考

792,000

R2決算額 備考項目

0

利用料

消防設備点検

10,000

計 計802,000

消防設備点検

年2回

毎利用時

毎月

日常清掃

定期清掃

毎利用後

月1回

統括責任者（自治会長）

委託費

固定資産税他

通信費

実施状況

委託業者による

利用者による

当番による

館内の清掃

全館清掃

防火管理者による点検

法定点検

随時

参加者数

420,000

62,000 68,365

9,38640,000

計

335,771

0

1

40,000

65,682

会計担当 1

役職等

有線、公衆電話

灯油代11,682円

0

0

歳
出

0

差引

事業・イベント名
なし

0

開催日時

0 計0

項目

1 1

1

内容

全館の運営を統括

備考
収入

予算額 決算額
支出

項目

計 0 0

0 0差引

予算額 決算額 備考



６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

従業員の配置状況

評価項目

報告書等の提出

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。施設運
営に不要な経費の支出がないか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞な
く提出されているか。また、内容は適切か。

備品の管理状況

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切に行われ
ているか。

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

判　断　基　準 評価

○

○

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されてい
るか。責任者や指揮命令系統は明確か。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握
し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整
理整頓が行われているかどうか。

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だしなみや言
葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。

評価

○

○

○

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われて
いるか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

従業員の施設利用者への対応

休館日・開館時間等の状況

○

○

日常清掃及び定期清掃の実施状
況

電気・ガス・水道・燃料の使用
状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状況

支出の状況

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対
する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。

環境への配慮 省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○

○

○

評価項目



（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

評価項目 判　断　基　準 評価

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のため
に必要な対策が講じられているか。 ○

評価

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入してい
るか。（※加入不要な施設は評価対象外）

なし

賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されている
か。

公平性の確保等

労働時間の管理は適正か。

賃金

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

労働時間

法定帳簿

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法
が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施
等、漏洩防止の対策が講じられているか。

判　断　基　準 評価

就業規則が適正に整備されているか。

36協定が適正に締結されているか。

判　断　基　準

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

労働条件の明示

○個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難
訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

評価項目

就業規則

36協定

○緊急・災害時への対応

利用者の安全対策の状況

評価項目



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・利用後の後片付け・ゴミの持ち帰りの徹底を呼び掛け、常に利用者が利用しやすい
状態を保つよう努めた。

・利用後の点検の徹底を呼び掛け、節電・節水に努めた。

・施設の経年劣化の進行

・なし

・なし

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

(４)その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

(１)令和2年度（令和2年4月1日～令和3年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み



No.108

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）
・自治会が自治会住民のみを対象として行う行事等や、スポーツクラブ主催の事業が
中心の利用形態となっている。

差引

予算額 決算額 備考

0 0

0 0

計

0

歳
出

0 計0

項目備考

0計

内容

全館の運営を統括

0

1

1

1

参加者数

収入
予算額 決算額

支出
項目

実施状況

当番による

太神楽保存会による

光熱水費

計画

90,000

会計担当 1

役職等

統括責任者（自治会長）

賃借料

備品費

カラオケ

330,000

18,000 18,000

117,518

通信運搬費

計

対前年比(%)

2,727

指定管理者（R2年度）
備考

626,320

R2決算額

634,000

全館清掃

全館清掃

防火管理者による点検

歳
入

0

随時

令和2年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

清掃手当 160,000

自治会会計より

モノクロ複合機

消耗品費　等

1,059,062

日常清掃

定期清掃

毎週1回

年1回

法定点検消防設備点検

消防設備点検 毎利用時

年1回

作業項目 作業内容

その他収入

項目 予算額
1,280

下之条自治会

上田市古戦場公園コミュニティセンター施設名称

指定管理者名

利用区分等

収
入

R元決算額

設定目標値

一般利用者

1,057,782

利用料 7,680

回数 実施日

決算額

R元年度実績 R2年度実績

利用料金平成28年4月1日から令和8年3月31日

・上田市古戦場公園コミュニティセンターの利用許可に関する業務
・上田市古戦場公園コミュニティセンターの施設、設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

市民まちづくり推進部　市民参加・協働推進課

管理担当

差引 0 0

管理部門の統括、総務業務

実績 職務内容等

総務業務補佐、経理担当

差引

1

0

事業・イベント名
なし

開催日時

1

6,508

市

41.90%

計

0

634,000

備考項目

0

有線

計

1,059,062

36,000

254,244

160,000

85,800

423,500



６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。施設運
営に不要な経費の支出がないか。 ○

○

評価項目

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対
する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。

評価

○

○

○

○

○

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されてい
るか。責任者や指揮命令系統は明確か。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握
し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整
理整頓が行われているかどうか。

省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

第三者への業務委託は適正に行われているか。

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われて
いるか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だしなみや言
葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞な
く提出されているか。また、内容は適切か。

○

報告書等の提出

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

環境への配慮

備品の管理状況

業務の再委託

従業員の施設利用者への対応

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施状
況

電気・ガス・水道・燃料の使用
状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状況

支出の状況

判　断　基　準 評価

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

評価項目

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切に行われ
ているか。



（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

施設管理上の秘密の保持等

○

評価

評価項目 判　断　基　準 評価

判　断　基　準

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

評価

労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

法定帳簿

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施
等、漏洩防止の対策が講じられているか。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されている
か。

個人情報の保護等

公平性の確保等

評価項目

労働時間の管理は適正か。

労働条件の明示

36協定 36協定が適正に締結されているか。

評価項目 判　断　基　準 評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のため
に必要な対策が講じられているか。

労働時間

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難
訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

○

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法
が明確であり、適切に管理されているか。 ○

○緊急・災害時への対応

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入してい
るか。（※加入不要な施設は評価対象外）

施設賠償責任保険の加入

なし



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・定期的な清掃により館内を清潔に保つよう心掛けた。
・台所の大掃除を実施した。
・新型コロナウイルス感染予防のため、部屋の人数制限や飲食を禁止し、アルコール
消毒等での手指消毒を呼び掛けた。

・電気・ガスの使用は必要最低限とし節約に努めた。

・週1～2回自治会長による館内外の点検を実施した。

・なし

・なし

・なし

(１)令和2年度（令和2年4月1日～令和3年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

(４)その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

②経費節減に対する取り組み



No.109

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）
・自治会が自治会住民のみを対象として行う行事等や、スポーツクラブ主催の事業が
中心の利用形態となっている。

差引

予算額 決算額 備考

0 0

0 0

計

備考

0 計0

項目

差引

事業・イベント名
なし

0

開催日時

項目

1

収入
予算額 決算額

支出

実施状況

委託業者による

役員・サークル

利用者による

清掃委託者による

委託料1

委託料2

通信運搬費

計

消防点検

コピー機、モップ

597,890

144,946

50,000

140,000

歳
出

00

750,000

120,000 68,378

93,477100,000

回数 実施日

決算額

R元年度実績 R2年度実績 対前年比(%)

1,124

指定管理者（R2年度）
備考 R2決算額

日常清掃

定期清掃

毎利用後

月4回

年2回

令和2年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

賃借料 120,000

清掃

消耗品費

12月年1回

年1回 6月

毎利用時

消防設備点検

館内清掃

全館清掃

全館清掃

防火管理者による点検

法定点検

消防設備点検

1,300,000

項目 予算額

下室賀自治会

上田市下室賀コミュニティセンター施設名称

指定管理者名

利用区分等

収
入 1,094,691

R元決算額

設定目標値

一般利用者

その他収入

定期清掃

1,300,000

作業項目 作業内容

計

140,000

1,300,000 1,094,691

光熱水費

70,000

0計 0

計画

1会計担当 1

役職等

統括責任者（自治会長）

1

内容

全館の運営を統括

参加者数

1 1
職務内容等

総務業務補佐、経理担当

利用料金平成28年4月1日から令和8年3月31日

・上田市下室賀コミュニティセンターの利用許可に関する業務
・上田市下室賀コミュニティセンターの施設、設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

市民まちづくり推進部　市民参加・協働推進課

備考項目

電話・有線

計

3,635

市

30.92%

1,094,691 歳
入

自治会会計より

管理担当

0 差引 0 0

管理部門の統括、総務業務

実績



６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

○

○

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されてい
るか。責任者や指揮命令系統は明確か。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握
し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整
理整頓が行われているかどうか。

管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。施設運
営に不要な経費の支出がないか。

省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○

○

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われて
いるか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だしなみや言
葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞な
く提出されているか。また、内容は適切か。

評価

○

○

○

○

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対
する研修等、適切な対応が行われているか。

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

第三者への業務委託は適正に行われているか。

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

従業員の施設利用者への対応

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施状
況

電気・ガス・水道・燃料の使用
状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状況

支出の状況

報告書等の提出

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。 ○

経理事務

環境への配慮

評価項目

備品の管理状況

収入の状況

帳票類の保管等

業務の再委託

判　断　基　準

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切に行われ
ているか。

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

評価

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

評価項目



（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

○緊急・災害時への対応

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法
が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

○

判　断　基　準

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

判　断　基　準 評価

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難
訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

公平性の確保等

評価項目

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

法定帳簿

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施
等、漏洩防止の対策が講じられているか。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されている
か。

個人情報の保護等

労働条件の明示

評価項目

労働時間

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

評価項目 判　断　基　準 評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のため
に必要な対策が講じられているか。 ○

評価

なし

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入してい
るか。（※加入不要な施設は評価対象外）



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・清潔に使用できるよう清掃を心がけた。

・利用者に対し経費節減を周知した。
・ガス・エアコン等の使用時は使用簿へ記入することで光熱水費の節減に努めた。

・使用簿により使用状況を把握した。

・なし

・なし

・なし

(１)令和2年度（令和2年4月1日～令和3年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

(４)その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等



No.110

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）
・自治会が自治会住民のみを対象として行う行事等や、スポーツクラブ主催の事業が
中心の利用形態となっている。

計0

項目備考

差引

予算額 決算額 備考

0 0

0 0

電気・水道・ガス

1

300,000

30,000 119,524

収入 支出

1

内容

1

参加者数
なし

0

実施状況

委託業者による

利用者による

隣組による

283,690

0

歳
出

消耗品費

計

空気清浄機

消防点検他

475,204

41,110

927,778

光熱水費

計画

0

会計担当 1

役職等

統括責任者（自治会長）

備品購入費

8,250200,000

開催日時

1 1

772,000

作業項目 作業内容 回数 実施日

決算額

対前年比(%)

1,363

指定管理者（R2年度）
備考

762,000

R2決算額

日常清掃

定期清掃

毎利用後

月1回

随時

令和2年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

雑費 242,000

自治会会計より

修繕費

年1回

毎利用時

R元年度実績 R2年度実績

館内清掃

全館清掃

防火管理者による点検

法定点検

その他収入

項目 予算額

染屋自治会

上田市染屋交流センター施設名称

指定管理者名

0

利用区分等

収
入

R元決算額

設定目標値

一般利用者

927,778

利用料 10,000

消防設備点検

消防設備点検

0

927,778

排水閉塞修理

歳
入

0計 0

予算額 決算額

差引

事業・イベント名

全館の運営を統括

計 772,000

項目

計 0

管理部門の統括、総務業務

実績 職務内容等

総務業務補佐、経理担当

利用料金平成25年4月1日から令和5年3月31日

・上田市染屋交流センターの利用許可に関する業務
・上田市染屋交流センターの施設、設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

市民まちづくり推進部　市民参加・協働推進課

備考項目

コピー用紙等

計

4,900

市

27.82%

管理担当

0 差引 0 0



６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

○

○

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されてい
るか。責任者や指揮命令系統は明確か。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握
し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整
理整頓が行われているかどうか。

管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。施設運
営に不要な経費の支出がないか。

省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○

○

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われて
いるか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だしなみや言
葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞な
く提出されているか。また、内容は適切か。

評価

○

○

○

○

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対
する研修等、適切な対応が行われているか。

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

第三者への業務委託は適正に行われているか。

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

従業員の施設利用者への対応

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施状
況

電気・ガス・水道・燃料の使用
状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状況

支出の状況

報告書等の提出

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。 ○

経理事務

環境への配慮

評価項目

備品の管理状況

収入の状況

帳票類の保管等

業務の再委託

判　断　基　準

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切に行われ
ているか。

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

評価

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

評価項目



（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

○緊急・災害時への対応

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法
が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

○

判　断　基　準

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

判　断　基　準 評価

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難
訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

公平性の確保等

評価項目

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

法定帳簿

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施
等、漏洩防止の対策が講じられているか。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されている
か。

個人情報の保護等

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

労働条件の明示

評価項目

労働時間

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

評価項目 判　断　基　準 評価

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のため
に必要な対策が講じられているか。 ○

評価

なし

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入してい
るか。（※加入不要な施設は評価対象外）



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・新型コロナウイルス感染症対策のため、手指消毒、体温計の設置、館内での飲食禁止
を徹底した。

・冷暖房の使用は有料として電気・ガス代の節減を促した。
・水栓器具の水量を調整して節水した。

・館内及び館周辺を見回り点検を実施した。
・利用者名簿、チェックリストの作成及び提出を徹底した。

・地盤沈下によるガス管破損が２回発生し今後が心配である。

・防災設備点検を２回実施する（令和３年度より）
・新型コロナウイルス感染対策を行いながら運用管理を模索し実施する。

・なし

・なし

(１)令和2年度（令和2年4月1日～令和3年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

(４)その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等



No.111

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

新型コロナウイルスの影響により、使用実績が半減した。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

無料施設平成28年4月１日～令和3年3月31日

・東塩田老人集会場の利用許可に関する業務
・東塩田老人集会場の施設、設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

福祉部　高齢者介護課

利用区分等

収
入

101101

市

52.48%

備考項目

差引 0 0

管理部門の統括

実績 職務内容等

経理担当

管理担当（非常勤）

0

令和2年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

燃料費 12,000

消耗品費

77,314

R元決算額

設定目標値

会議等各種団体使用

東塩田地区自治会連合会

東塩田老人集会場施設名称

指定管理者名

計

20,000

180,000 77,314

自治会負担金 180,000

項目 予算額
77,314

計180,000

定期清掃

定期清掃

１２回

２回

作業項目 作業内容 回数 実施日

決算額

R元年度実績 R2年度実績

53

指定管理者（R2年度）
備考 R2決算額

1人

実施状況

自治会、消防団

自治会、消防団

館内外の清掃

下水道の整備

月１回

対前年比(%)

歳
入 0

支出

1人

参加者数

92,400

3,600

1,4342,000

計画

50,000

会計担当（非常勤） 1人

役職等

統括責任者（非常勤）

修繕費

その他管理費

通信運搬費

72,273

0

0計

差引 0

光熱水費

計

3,607

項目

計

0

歳
出

事業・イベント名
なし

開催日時

1人 1人

1人

内容

全館の運営を統括

備考
収入

予算額 決算額 備考

0 計0

項目予算額 決算額

0 0

0 0差引



６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

従業員の配置状況

支出の状況

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だしなみや言
葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

従業員の施設利用者への対応

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施状
況

電気・ガス・水道・燃料の使用
状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状況

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切に行われ
ているか。

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

報告書等の提出

評価項目 判　断　基　準 評価

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

○
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されてい
るか。責任者や指揮命令系統は明確か。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握
し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整
理整頓が行われているかどうか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。施設運
営に不要な経費の支出がないか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞な
く提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。

評価

○

○

○

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われて
いるか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対
する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。

環境への配慮 省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○

○

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。



（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

評価

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入してい
るか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のため
に必要な対策が講じられているか。 ○

評価

判　断　基　準

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

労働時間

法定帳簿

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施
等、漏洩防止の対策が講じられているか。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されている
か。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難
訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

公平性の確保等

評価項目

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

評価項目 判　断　基　準

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法
が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

○

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

○緊急・災害時への対応



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

(４)その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

　新型コロナウイルスの感染拡大があり、従来より利用者が大幅に減少した。しかし、利用者が気持ち
よく使えるよう、構成自治会と消防団で館内外の清掃を当番制で実施している。特に12月には全自治会
の正副役員が出て大掃除を実施している。

　光熱水費の節減に努めている。

　特になし。

　建物の老朽化が著しく、冷房設備がないため、夏場の利用が困難である。

　コロナのワクチン接種も進んでいるので、秋以降の利用が増えることを期待している。

　なし。

(１)令和2年度（令和2年4月1日～令和3年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み



No.112

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

利用料金令和2年4月1日～令和3年3月31日

①施設及び設備の維持管理に関する業務（建物等安全管理業務、建物等清掃業務、日常点
検及び定期点検など）②施設の運営に関する業務（観光案内業務、施設等の利用に係る相
談等に関する業務など）③指定管理者に付帯する業務（市への提出書類作成、連絡調整業
務など）④自主事業

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

商工観光部　観光課

利用区分等

収
入

市
備考項目

300,000

450,000

財産区より

差引 0 0

実績 職務内容等

0

別所温泉自治会連合会

上田市別所温泉センター施設名称

指定管理者名

計 2,610,000 1,245,158

980,000

観光協会より

項目 予算額
967,379

計

雑収入

2,610,000

自治会より 500,000

・日常清掃

・定期清掃

1回以上／2日

2回／年

1回／年

令和2年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

予備費 350,000

旅費交通費

2,205,210

90,000センター使用料

R元決算額

設定目標値

240,000

2,520

85,311

作業項目 作業内容 回数 実施日

センター内の日常清掃

自治会役員による全館清掃

有資格者による点検
専門業者によるワックス清掃・ワックス清掃

・消防設備点検 ４月
４月1回／年

決算額

R元年度実績 R2年度実績 対前年比(%)

指定管理者（R2年度）
備考

400,000

R2決算額

歳
入

0

40,000

前期繰越金

0

250,000

旅館組合より 300,000 210,000

実施状況

㈱ダスキン
㈲千曲防災システム

委託事業者による清掃

自治会役員による清掃

2日に1回以上

8/8、12/5

水道光熱費

計

175,000

0

562,000 427,156

110150,000

0

歳
出

0計

計画役職等

差引 960,052

561,000雑費

燃料費 72,000 43,738

委託費 390,000 380,000

人件費 31,000 30,000

保険料 31,000 33,290

積立金 51,000 18,460

衛生費 140,000 66,990

消耗費 21,000 6,628

会議費 41,000 1,128

営繕費 210,000 62,658



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(2)財務状況

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

従業員の配置状況

支出の状況

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施状
況

電気・ガス・水道・燃料の使用
状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状況

収入増への取り組み状況

報告書等の提出

評価項目 判　断　基　準 評価

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

内容事業・イベント名
なし

開催日時 参加者数

0

項目項目

計

備考予算額 決算額

0 計

収入 支出

0 0

0 0差引

予算額 決算額 備考

○
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されてい
るか。責任者や指揮命令系統は明確か。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整
理整頓が行われているかどうか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。施設運
営に不要な経費の支出がないか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞な
く提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。

評価

○

○

○

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われて
いるか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

収入の状況

帳票類の保管等

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○

環境への配慮 省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○

○

○

評価項目 判　断　基　準

○経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。



（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入してい
るか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のため
に必要な対策が講じられているか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だしなみや言
葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

判　断　基　準

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

従業員の施設利用者への対応

評価項目 判　断　基　準 評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

労働時間

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切に行われ
ているか。

法定帳簿

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施
等、漏洩防止の対策が講じられているか。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されている
か。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難
訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

サービスの提供方法

公平性の確保等

評価項目

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

○

○

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法
が明確であり、適切に管理されているか。

○

評価

○

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握
し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

○

利用者の安全対策の状況

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

○緊急・災害時への対応

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対
する研修等、適切な対応が行われているか。

評価

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○



７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

(４)その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

・自治会事務所を玄関付近に移転した為、事務所の入口の作り棚に各種案内やイベント等のパンフレッ
トを置くことで、観光客の手に取り易くした。
・利用各団体の会議予約の内容と人数に合わせ会議室の配分を調整し利用者に最適な場所を提供できる
よう努めた。

・昨年同様、電気・灯油消費量の節減を図るため、会議開催前の準備に際し、照明時間やストーブ稼働
時間の節約に努めるよう、利用者に協力の周知を行った。
・展示室の電気設備をLEDに切り替え節電した。

・毎月、センター館内の備品・器具の故障や不備の点検を行った。
・新型コロナ対策として、施設入口への消毒液の配置やマスク着用などを促す資料を掲げ協力をお願い
した。

・センター屋根の雨漏り修理及びトヨの修繕を切に要望したい。
・2階トイレの便座の改善および洋式化の強い要望があった。

・センター館内の歴史資料館への来客人数が減少しているので、展示作品の選定増加などを検討し来店
人数増加対応策を講じたい。

・冬季に歴史資料館に訪れた観光客から寒い会館で資料見学をしていられないとの苦情があった。
・観光案内が不十分との指摘があった
・観光客のトイレの利用者が多く感謝されている。

(１)令和2年度（令和2年4月1日～令和3年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み

評価評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ



No.113

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

0 0

0 0差引

0 計0

項目項目

計

備考
収入

予算額 決算額
支出

差引

事業・イベント名
なし

0

開催日時

予算額 決算額 備考

参加者数

34,860

69,933

内容

0

歳
出

0計

常駐職員の配置なし

防火管理者手当

上下水道料

計

消防法による管理者

15,510

14,733

0

実施状況

自治会役員が実施

ダスキン他

計画役職等

0

歳
入

0

日常的な清掃日常清掃 随時

令和2年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出 修繕工事費

電気料

135,036

H30決算額

設定目標値

利用者数

60,600

利用料
照明電気代（利用者負担）

項目 予算額
68,500

計

上室賀自治会

上田市室賀健康増進センター施設名称

指定管理者名

計 0 135,036

自治連負担

0

作業項目

利用料金平成28年４月１日～令和３年３月31日

利用許可に関する業務
施設・設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

農林部　森林整備課

差引 0 0

実績 職務内容等

0

作業内容 回数 実施日

利用区分等

収
入

2,262

市

65.78%

備考項目

5,936

決算額

R元年度実績 R２年度実績 対前年比(%)

1,488

指定管理者（R２年度）
備考 R元決算額



(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対
する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。

環境への配慮 省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○

○

○

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

○

○

○

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されてい
るか。責任者や指揮命令系統は明確か。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握
し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整
理整頓が行われているかどうか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。施設運
営に不要な経費の支出がないか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞な
く提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。

評価

○

○

○

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われて
いるか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

法定帳簿
法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されている
か。

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

公平性の確保等

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だしなみや言
葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

従業員の施設利用者への対応

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施状
況

電気・ガス・水道・燃料の使用
状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状況

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切に行われ
ているか。

支出の状況

報告書等の提出

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容



（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

○緊急・災害時への対応

評価項目 判　断　基　準 評価

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法
が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

○
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施
等、漏洩防止の対策が講じられているか。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難
訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

評価項目

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

判　断　基　準

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

労働時間

(１)令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入してい
るか。（※加入不要な施設は評価対象外）

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のため
に必要な対策が講じられているか。 ○

評価

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

・施設の利用計画は、利用者同士で調整することとしているが、順調に利用されているものと思われ
る。

・現状では、夜間の照明とトイレ等の水道使用のみであり、照明の電気料は利用者負担としている。

・老朽化が進んでおり、修繕が必要なところがでてきている。

・他の体育館では、利用を認めていない「フットサル」の利用が多く、施設のいたみが早い。

・施設修理の対応をお願いしたい。

・現在、特に苦情は来ていない。



No.114

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

48
87

備考

30

項目

51.52%

利用料金平成28年4月1日　～　令和3年3月31日

・上田市塩田構造改善センターの管理運営に関する業務
・富士山中組自治会の地域全般にわたる行事の推進
・明るい地域づくりに係る事業の推進

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

農林部　農政課

利用区分等

収
入

460

2,8602,200

4,240

0.00%

45.14%

200

10,000

450

市

30.56%

9,392

差引 △ 962,520 △ 7,415,650

施設の管理、状況把握等

実績 職務内容等

利用許可業務

管理部門（副自治会長・会計担当）

0

指定管理者名

計 700,000 632,544

80,000

34,000

680,400

料理実習室 600
第一会議室 400

1,114
203

令和2年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

委託料

工事費

委託料

632,544

0

R元決算額

設定目標値

農事研修室

第二会議室
第三会議室

多目的ホール

429,744

富士山中組

上田市塩田構造改善センター施設名称

歳
入

0

利用料金 250,000

自治会繰出金

項目 予算額
202,800

計700,000

回数 実施日

決算額

R元年度実績 R2年度実績 対前年比(%)

874

237

指定管理者（R2年度）
備考 R2決算額

4.31%
42.86%

実施状況

専門業者委託

利用者利用後に実施
自治会役員により実施

日常清掃

定期清掃

有資格者による法定点検消防設備点検 9月9日

随時

7月

管理業務

管理業務

随時

年1回以上

1年1回以上

作業項目 作業内容

計

2人

450,000

修繕料

計画

受付担当（自治会長） 1人

役職等

統括責任者（自治会長）

手数料

維持費

1人

参加者数

680,000 632,544

020,000

内容

統括

備考
収入

予算額 決算額
支出

差引

事業・イベント名
なし

0

開催日時

1人 1人

2人

7,415,650

歳
出

168,120

0

245,850 照明修繕

962,520計

0

7,114,800 天井改修工事

55,000 漏電調査

0 計0

項目項目

計 0 0

0 0差引

予算額 決算額 備考



６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

従業員の配置状況

支出の状況

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だしなみや言
葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

従業員の施設利用者への対応

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施状
況

電気・ガス・水道・燃料の使用
状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状況

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切に行われ
ているか。

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

報告書等の提出

評価項目 判　断　基　準 評価

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

○

○

○

○

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されてい
るか。責任者や指揮命令系統は明確か。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握
し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整
理整頓が行われているかどうか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。施設運
営に不要な経費の支出がないか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞な
く提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。

評価

○

○

○

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われて
いるか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対
する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○

環境への配慮 省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○

○

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。



（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入してい
るか。（※加入不要な施設は評価対象外）

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入 ○

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のため
に必要な対策が講じられているか。 ○

評価

判　断　基　準

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

労働時間

法定帳簿

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施
等、漏洩防止の対策が講じられているか。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されている
か。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難
訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

公平性の確保等

評価項目

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法
が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

○

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

○緊急・災害時への対応



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・

・夜間の利用が多いため午後10時30分までの利用を行っています。
・

・

従来から、予約から使用、料金支払いまでワンストップで出来ており、利用者から大変好評です。特
に、多目的ホールの稼働率は極めて高く、地域の大勢の子供達に利用されています。今後も利用しや
すい施設を目指し、維持管理に万全を期してまいりたい。

(１)令和2年度（令和2年4月1日～令和3年3月31日）の取り組みに対する評価

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

(４)その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

コロナ禍における施設利用にあたり、消毒液を設置する等のコロナウィルス感染症予防対策を行いま
した。

利用者が気持ちよく使用できるように、毎月自治会の各班ごとに順番を決めて、施設の掃除を行って
いる。

　冷暖房の使用は、出来る限り控えるよう努めており、今後も経費節減に取り組んでまいりたい。

　毎年、収入に対する維持管理費の支出が多く、大幅な自治会負担を余儀なくされており、利用料の値
上げも検討しなければならないと考えています。

　ホールの排煙窓の開閉装置がたびたび故障し、その都度市へ連絡し対応している。取り扱いで「15回
以上廻さない」の注意書きをしているが中々守られない現状である。

②経費節減に対する取り組み



No.115

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

0 0

0 0差引

0 計0

項目項目

計

備考
収入

予算額 決算額
支出

差引

事業・イベント名
なし

0

開催日時

1人 1人
2人

予算額 決算額 備考

参加者数

660,000 530,189

254,93030,000

内容

統括

30,250

歳
出

0 30,250 特殊建築物定期点検委託

0計

実施状況

自治会衛生部が実施

利用者が実施

組合員が実施

計画

受付部門（副自治会長） 1人

役職等

統括責任者（自治会長）

管理費

計

2人

1人

0

管理業務 随時

随時

随時

管理業務

管理業務

随時

毎月1回

毎月1回

R2決算額

歳
入

0

利用者による館内清掃

館内の定期清掃

館外の定期清掃

令和2年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

備品費

785,119

2

R元決算額

設定目標値

多目的ホール
講話室

2階和室
料理実習室

785,119

利用料金 30,000

自治会繰出金

項目 予算額
0

計

委託料

東前山自治会

上田市多目的研修集会施設前山会館施設名称

指定管理者名

計 690,000 785,119

690,000

作業項目 作業内容 回数 実施日

決算額

R元年度実績 R2年度実績 対前年比(%)

943
20

指定管理者（R2年度）
備考

利用料金平成28年4月1日　～　令和3年3月31日

・上田市多目的研修集会施設真家山会館の管理運営に関する業務
・東前山自治会の地域全般にわたる行事の推進
・明るい地域づくりに係る事業の推進

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

農林部　農政課

差引 0 △ 30,250

館内の管理、状況把握等

実績 職務内容等

利用許可業務

管理部門（副自治会長・会計）

0

利用区分等

収
入

15
1,236800

10
22.22%
17.54%

400
20

10

市

76.29%

57

備考

9

項目

133.33%

660,000

農業経営研修室 700

会議室 400

929

629

80

49

8.61%

7.79%



６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対
する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○

環境への配慮 省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○

○

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。

○

○

○

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されてい
るか。責任者や指揮命令系統は明確か。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握
し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整
理整頓が行われているかどうか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。施設運
営に不要な経費の支出がないか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞な
く提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。

評価

○

○

○

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われて
いるか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

収入増への取り組み状況

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だしなみや言
葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

従業員の施設利用者への対応

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施状
況

電気・ガス・水道・燃料の使用
状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状況

支出の状況

報告書等の提出

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容



（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

評価

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

○緊急・災害時への対応

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法
が明確であり、適切に管理されているか。

○

評価

○

○

法定帳簿

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施
等、漏洩防止の対策が講じられているか。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されている
か。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難
訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

サービスの提供方法

公平性の確保等

評価項目

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

施設管理上の秘密の保持等

評価項目 判　断　基　準

判　断　基　準

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

労働時間

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切に行われ
ているか。

○

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のため
に必要な対策が講じられているか。 ○

評価

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入してい
るか。（※加入不要な施設は評価対象外）



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・コロナ感染防止対策のため、4～5月は館を閉鎖した。
・

・出入口に、手指の消毒用自動スプレー及び非接触型体温計を用紙した。
・使用後に、テーブル・椅子の消毒を実施した。

　また、会場での飲食も中止としたので、結果的に、今期は節電・節水になったと考える。

・2階ホールの床がベコベコしていたので、一部床板の張替を実施した。
・会館全体の網戸が劣化し、破損が見られたので全数張替を実施した。
・玄関のタイルが剥がれていたため修繕した。
・排水管のむき出しになっている部分が破損していたため修繕した。

・

・

・

・冷房設備がないので、猛暑時に冷房の要求がある。
・高齢になり、2階ホールへ行くのが苦痛である。
②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

(４)その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

・1階和室（和室小）について、畳の上に絨毯を敷きテーブル・椅子を置いた。これにより
　椅子に座っての会議・作業が可能になり、使用者からは好評を得た。
　利用者が高齢となり、畳敷きに座っての会議・作業がきつくなってきており、今後、研修
　室（和室大）もテーブル・椅子に変更していかなければならない。

コロナ禍の状況では、利用を制限せざるを得ませんが、終息した暁には元に戻れることを願ってい
る。

会館は災害時の一時避難先に指定されているが、緊急用設備は寝袋10袋、毛布20枚、発電機のみであ
る。今後、収容できる人数に見合った数量の確保と、食料・水等をどうするか検討したい。

②経費節減に対する取り組み

再開するにあたり、使用する人の事前確認シートのチェックを実施（農政課指導）し、3密を避ける
ために広い2階ホールをメインに使用してもらうこととした。
また、入館時の手指の消毒の徹底、体温測定を実施した上での施設利用とした。

節電と節水は常に心掛けている。今年は、コロナ感染防止の観点から会議は効率よく行い、会議後の
交流会実施も取りやめた。

屋根・ベランダの防水機能の劣化及び外壁にヒビが等が発生しているので、早期に修繕が必要であ
る。担当課に修繕を依頼済である。

(１)令和2年度（令和2年4月1日～令和3年3月31日）の取り組みに対する評価



No.116

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

0 0

0 0差引

0

項目項目

計

0

0計

0 計

予算額 決算額 備考

差引

事業・イベント名
なし

0

開催日時

0

歳
出

内容

備考
収入

予算額 決算額
支出

参加者数

204,589

49,150

実施状況

自治会役員が実施

電話、有線代

計画役職等

常駐職員の配置なし

営繕費

法定費用

電気、ガス、灯油代

計

70,848

145,140

0

0

作業項目 作業内容 回数 実施日

決算額

R元年度実績 R２年度実績 対前年比(%)

877

指定管理者（R2年度）
備考 R元決算額

日常的な清掃日常清掃 随時

令和2年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

施設管理、ダスキン

上下水道料

469,727

H30決算額

設定目標値

利用者数

自治会負担

項目 予算額
469,727

計

上室賀自治会

上田市室賀基幹集落センター施設名称

指定管理者名

計 0 469,727

利用料金平成28年４月１日～令和３年３月31日

利用許可に関する業務
施設・設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

農林部　森林整備課

差引 0 0

実績 職務内容等

利用区分等

収
入

806

市

108.81%

備考項目

0

0

歳
入 0



(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対
する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。

環境への配慮 省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○

○

○

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

○

○

○

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されてい
るか。責任者や指揮命令系統は明確か。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握
し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整
理整頓が行われているかどうか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。施設運
営に不要な経費の支出がないか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞な
く提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。

評価

○

○

○

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われて
いるか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

法定帳簿
法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されている
か。

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

公平性の確保等

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だしなみや言
葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

従業員の施設利用者への対応

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施状
況

電気・ガス・水道・燃料の使用
状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状況

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切に行われ
ているか。

支出の状況

報告書等の提出

評価項目

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

判　断　基　準 評価

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容



（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

○緊急・災害時への対応

評価項目 判　断　基　準 評価

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法
が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

○
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施
等、漏洩防止の対策が講じられているか。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難
訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

評価項目

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

判　断　基　準

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

労働時間

(１)令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入してい
るか。（※加入不要な施設は評価対象外）

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のため
に必要な対策が講じられているか。 ○

評価

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

・利用者は、全て地区住民であり、地区の公民館として機能している。

・コロナウイルス蔓延の影響で利用が減少したため、経費は減少した。

・施設の老朽化が進んでおり、修繕が必要なところが出てきている。

・高齢化が進んでいるため、バリアフリー化が必要。

・地域住民が利用しやすいよう要望をくみ上げていく。雨桶からの漏水があり、早期に修繕を行う必要
がある。

・特になし



No.117

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人

（施設所管課による評価）

新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、利用者数を制限（自治会内）したことや、

市内で感染が拡大した影響から利用者数が大幅に減少した。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

丸子地域自治センター　地域振興課

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

利用区分等

収
入

4

3,932

市

44.63%

0 0

項目

作業項目 作業内容 回数 実施日

200,000

100,000

決算額

差引 0 0

実績 職務内容等

0

内容

収入
予算額 決算額

支出

0

項目

計

下長瀬自治会

上田市コミュニティセンター下長瀬施設名称

指定管理者名

計 940,000 249,169

利用料金平成28年4月1日から令和3年3月31日まで

・センターの施設等の利用に関すること
・センターの施設等の維持管理に関すること
・自治会員の生活等に関わる活動（文化活動、各種行事の開催）に関すること

計

地元負担金

940,000

交付金

令和2年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

管理費

951,079

雑収入

100,000繰入金

R元決算額

設定目標値

利用者数

583,775

利用料金 56,200

前期繰越金

項目 予算額
67,300

歳
入

0

200,000

消防設備点検

毎月1回清掃業務

清掃業務

12

1

2

実施状況

備考

館内一斉定期清掃

業者による大掃除

防火管理者点検

R元年度実績 R2年度実績 対前年比(%)

1,755

指定管理者（R2年度）
備考

583,775

R2決算額

事務費

計

0

25

508,000

2,000 17,808

231,361430,000

0

歳
出

計

差引

事業・イベント名

701,910

開催日時

予備費

計画役職等

0

0

0 計

項目備考 予算額 決算額 備考

参加者数

0 0

0 0差引



６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

資源ごみ回収車が施設に接触する事故があったが、修繕を適切に終えている。
防火設備の法定点検が行われていなかったため、点検を行うように指示した

(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

支出の状況

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施状
況

電気・ガス・水道・燃料の使用
状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状況

収入増への取り組み状況

報告書等の提出

評価項目 判　断　基　準 評価

○
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されてい
るか。責任者や指揮命令系統は明確か。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整
理整頓が行われているかどうか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。施設運
営に不要な経費の支出がないか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞な
く提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。

評価

○

△

○

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われて
いるか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

収入の状況

帳票類の保管等

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○

環境への配慮 省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○

○

○

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

判　断　基　準

○経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。



(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入してい
るか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

◎

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のため
に必要な対策が講じられているか。 ○

評価

地域への貢献度 地域福祉の増進に貢献しているか

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だしなみや言
葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

判　断　基　準

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

従業員の施設利用者への対応

評価項目 判　断　基　準 評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

労働時間

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切に行われ
ているか。

法定帳簿

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施
等、漏洩防止の対策が講じられているか。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されている
か。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難
訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

サービスの提供方法

公平性の確保等

評価項目

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

施設管理上の秘密の保持等

○

○

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法
が明確であり、適切に管理されているか。

○

評価

○

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握
し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

○

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

○緊急・災害時への対応

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対
する研修等、適切な対応が行われているか。

評価

○



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

特になし
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、利用者数が減少しました

特になし

特になし

特になし

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止しつつ、施設管理に努める予定です

自治会会員からの要望・意見に対しては、自治会役員等を通じて随時対応しています

特になし
②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

(４)その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

(１)令和2年度（令和2年4月1日～令和3年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み



No.118

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人

（施設所管課による評価）

新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、利用者数を制限（自治会内）したことや、

市内で感染が拡大した影響から利用者数が大幅に減少した。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

0 0

0 0

0

項目項目

計

事業・イベント名

0

開催日時

備考
収入

予算額 決算額
支出

内容

予算額 決算額 備考

実施状況

計画役職等

差引

0計

館内定期清掃

防火管理者点検

法定点検

724,233

印刷製本、保険等事務費

計

138,000 285,432

464,461577,000

0

予算額
25,660

令和2年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

自治会負担

管理費

749,893

光熱水費、点検委託料等

R元決算額

設定目標値

利用者数

消防設備点検 2月

毎月1回

随時

清掃業務

消防設備点検

12

1

0

歳
出

石井自治会

上田市コミュニティセンター塩川施設名称

指定管理者名

計 715,000 749,893

計715,000

作業項目 作業内容 回数 実施日

決算額

R元年度実績

利用料 100,000

その他

項目

利用料金平成28年4月1日から令和3年3月31日まで

・センターの施設等の利用に関すること
・センターの施設等の維持管理に関すること
・自治会員の生活に関わる活動（文化活動、各種行事の開催）に関すること

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

丸子地域自治センター　地域振興課

利用区分等

収
入

4,172

市

46.09%

差引 0 0

実績 職務内容等

R2年度実績 対前年比(%)

1,923

指定管理者（R2年度）
備考

615,000

R2決算額 備考項目

0

歳
入

0

0 計

差引

参加者数



(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

環境への配慮 省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○

○

○

評価項目

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

収入の状況

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。

○

○

○

○

○

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されてい
るか。責任者や指揮命令系統は明確か。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握
し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整
理整頓が行われているかどうか。

労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。施設運
営に不要な経費の支出がないか。

○

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対
する研修等、適切な対応が行われているか。

評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われて
いるか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だしなみや言
葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞な
く提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。

評価

○

○

○

法定帳簿
法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されている
か。

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

公平性の確保等

労働条件の明示

経理事務

帳票類の保管等

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の施設利用者への対応

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施状
況

電気・ガス・水道・燃料の使用
状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状況

支出の状況

評価項目 判　断　基　準 評価

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切に行われ
ているか。

報告書等の提出

利用者満足度の把握

提供サービスの内容



（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

施設外・駐車場の整備を実施しました（除草）
植木の剪定を実施しました

特になし

特になし

特になし

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止しつつ、施設管理に努める予定です

自治会会員からの要望・意見に対しては、自治会役員等を通じて随時対応しています

特になし

評価

○緊急・災害時への対応

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法
が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

○

判　断　基　準

年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施
等、漏洩防止の対策が講じられているか。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難
訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

評価項目

労働時間の管理は適正か。

評価項目 判　断　基　準

36協定 36協定が適正に締結されているか。

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

(１)令和2年度（令和2年4月1日～令和3年3月31日）の取り組みに対する評価

労働時間

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇

◎

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のため
に必要な対策が講じられているか。 ○

評価

地域への貢献等 地域福祉の増進に寄与しているか

②経費節減に対する取り組み

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入してい
るか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

(４)その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等



No.119

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人

（施設所管課による評価）

新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、利用者数を制限（自治会内）したことや、

市内で感染が拡大した影響から利用者数が大幅に減少した。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

・センターの施設等の利用に関すること
・センターの施設等の維持管理に関すること
・自治会員の生活等に関わる活動（文化活動、行事の開催）に関すること

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

市

47.73%

差引 0

収
入

令和2年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

自治会会計より

管理費

377,791

0

実績 職務内容等

備考項目

料金制導入区分指定管理期間

丸子地域自治センター　地域振興課

利用区分等

5,613

飯沼自治会

上田市コミュニティセンター熊の森施設名称

指定管理者名

計 547,000 377,791

光熱水費、清掃費等

R元決算額

設定目標値

利用者数

02,000

項目 予算額

利用料金平成28年4月1日から令和3年3月31日まで

決算額

R元年度実績 R2年度実績 対前年比(%)

2,679

指定管理者（R2年度）
備考 R2決算額

館内定期清掃

全館内及びトイレ清掃

防火管理者点検防火設備点検

歳
入

非営利目的

0

473,000

利用料金 72,000

雑収入

47,800

計

329,991

作業項目 作業内容 回数 実施日

毎月1回

定期

毎月1回

清掃業務

清掃業務 12

12

その他

実施状況

役職等

内容

有線、保険等

547,000

参加者数

57,000 76,533

301,258490,000

計画

事務費

計

0

収入
予算額 決算額

支出
項目

0

0 0

歳
出

計

差引

事業・イベント名
なし

0

開催日時

計 0 0

0 0差引

0 計0

予算額 決算額 備考項目備考



(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

防火設備の法定点検が行われていなかったため、点検を行うように指示した

(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

○

従業員の施設利用者への対応

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施状
況

電気・ガス・水道・燃料の使用
状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状況

支出の状況

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だしなみや言
葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

評価項目

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

報告書等の提出

備品の管理状況

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対
する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

公平性の確保等

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切に行われ
ているか。

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されてい
るか。責任者や指揮命令系統は明確か。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握
し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整
理整頓が行われているかどうか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。施設運
営に不要な経費の支出がないか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞な
く提出されているか。また、内容は適切か。

○

○

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。

評価

○

△

判　断　基　準 評価

○

○

○

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われて
いるか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

○

○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○

環境への配慮 省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○

○

○

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）



(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入してい
るか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

◎

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のため
に必要な対策が講じられているか。 ○

評価

地域への貢献等 地域福祉の増進に貢献しているか。

評価項目

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施
等、漏洩防止の対策が講じられているか。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されている
か。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難
訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

評価項目

労働時間の管理は適正か。

賃金

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

労働時間

法定帳簿

判　断　基　準

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

36協定

○

賃金の管理は適正か。

年次有給休暇の運用・管理は適正か。

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

労働条件の明示

○

労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法
が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○緊急・災害時への対応

年次有給休暇

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

評価

36協定が適正に締結されているか。

判　断　基　準



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

農事研究室及び和室会議室の障子の貼り替え
センター屋根及び雨樋の清掃
センター周囲の清掃

特になし

特になし

特になし

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止しつつ、施設管理に努める予定です

大会議室にエアコンの設置・屋根の改修との意見がありました
掃除用のモップとほうきの補充との意見がありました
自治会会員からの要望・意見に対しては、自治会役員等を通じて随時対応しています

特になし

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

(４)その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②経費節減に対する取り組み

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

(１)令和2年度（令和2年4月1日～令和3年3月31日）の取り組みに対する評価



No.120

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

・法令で定められた点検等は滞ることなく実施している。また降雪時の除雪も迅速な対応をしている

ほか、新型コロナウイルス感染症の影響により施設利用者は前年比70％に留まったが、感染予防対策

のためのアルコール消毒液の設置など、来館者に配慮した維持管理を実施することができた。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

委託料 2,000,000 1,547,360 各種点検・グラウンド整備等

地域の診療所運営

社会教育事業 公民館事業等

差引

事業・イベント名
観光振興事業

0

開催日時
随時

1 1

３日/週

1

医療機関誘致・開院事業

観光案内、宿泊案内、イベント等の支援
内容

窓口受付・施設の維持管理業務

8,600,000

歳
出

8,600,000 8,600,000

8,600,000計

保険料 260,000 289,320

813,952

1

483,562

253,033

参加者数

300,000

6,050,000 5,748,901

182,358250,000

実施状況

専門業者に委託

業者に委託

専門業者に委託

職員

専門業者に委託

職員

修繕費

随時

計画

650,000

役職等

統括責任者

役務費

消耗品　外

人件費

計

426,727

2回/年

随時 随時

3回/週、随時

6回/年

施設清掃

電気保安点検

３回/週

6回/年

1回/年

除雪 降雪時の周辺除雪 降雪時 降雪時

対前年比(%)

109

167

指定管理者（R2年度）
備考

1,553,570

R2決算額

歳
入

984,450

946,430

指定管理委託料 8,600,000

自治会等分担金

984,450

124,980
統括業務・清掃業務2人分

計

指定管理料

前年度繰越金

使用料

11,100,000

作業項目 作業内容 回数 実施日

946,430

決算額

R元年度実績 R2年度実績

各種修繕

日常的な館内の清掃

電気設備の点検

地下タンク・配管の点検

有資格者による法定点検消防施設点検

地下タンク点検 1回/年

2回/年

令和2年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

光熱水費 1,000,000

通信運搬費

9,745,213

177

R元決算額

設定目標値

大ホール

国際会議室

ｲﾍﾞﾝﾄ準備室

和室

198,783

菅平自治会

上田市菅平高原国際リゾートセンター施設名称

指定管理者名

計

590,000

11,100,000 9,745,213

使用料（収納委託）平成28年4月1日～令和3年3月31日

・菅平高原高原国際リゾートセンターの設備等の維持管理に関する業務
指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分

項目 予算額
8,600,000

利用者の利便性向上のため

差引 △ 7,615,550 △ 8,475,020

施設の清掃・管理業務

実績 職務内容等

自動販売機設置事業

菅平自治会事務員(臨時)

0

随時

124,980

備考

241

項目

71.37%

指定管理期間

利用区分等

収
入

234

154

38

73.44%

760.00%

市

70.78%

5

真田地域自治センター産業観光課



(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

収入の状況

帳票類の保管等

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○

環境への配慮 省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○

○

○

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

判　断　基　準

○経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。

○
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されてい
るか。責任者や指揮命令系統は明確か。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整
理整頓が行われているかどうか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。施設運
営に不要な経費の支出がないか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞な
く提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。

評価

○

○

○

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われて
いるか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

198,000 12,530

50,000 67,539差引

12,530

150,000 0

予算額 決算額 備考
48,000

医療機関誘致・開院事業

80,069 計248,000

項目
自動販売機設置事業

項目
自動販売機設置事業 248,000 80,069

計

0 0 医療機関誘致・開院事業

備考予算額 決算額
支出収入

報告書等の提出

評価項目 判　断　基　準 評価

収入増への取り組み状況

支出の状況

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施状
況

電気・ガス・水道・燃料の使用
状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状況

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況



(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対
する研修等、適切な対応が行われているか。

評価

○

利用者の安全対策の状況

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

○

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。 ○

○緊急・災害時への対応

○

○

○

○

○

○

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法
が明確であり、適切に管理されているか。

◎

評価

◎

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握
し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

○

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難
訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

サービスの提供方法

公平性の確保等

評価項目

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

○

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。 ○

労働時間

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切に行われ
ているか。

法定帳簿

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施
等、漏洩防止の対策が講じられているか。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されている
か。

個人情報の保護等

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だしなみや言
葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

判　断　基　準

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

従業員の施設利用者への対応

評価項目 判　断　基　準 評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。 ○

36協定 36協定が適正に締結されているか。

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のため
に必要な対策が講じられているか。 ○

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入してい
るか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○



７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・降雪時には速やかな除雪作業により、観光客が利用しやすい環境を整えた。
・冬期には、観光客の待合採暖のため、閉館時間を午後７時まで延長した。
・ロビーにフリーWi-Fiを設け、観光客が快適に使用できるようにした。
・出入り口にアルコール液を設置し、コロナウイルス対策を実施した。
・各トイレ、玄関に消毒液を設置し、ノロウイルス対策を実施した。

・不要箇所の消灯及び暖房費の縮減に努めた。
・電球交換のタイミングで順次LED化を行った。
・施設使用後は、暖房機、照明の電源確認を徹底した。

・観光協会及び旅館組合の事務局と連携して施設の維持管理を行った。

・経年劣化による修繕費の支出が増加している。
（※豪雨時には屋根の雨漏りが発生するため、修繕をお願いしたい。）

・施設利用状況（各会議室）の利用管理表の管理・徹底を図る。

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

評価

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

(４)その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

(１)令和2年度（令和2年4月1日～令和3年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み



No.121

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

利用料金平成28年4月1日から令和8年3月31日まで

・本原地区コミュニティセンターの施設、設備等の維持管理に関する業務
・地域住民の交流促進を図る集会施設としての活用

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

真田地域自治センター　地域振興課

利用区分等

収
入

697なし

市

38.16%

備考項目

差引 0 0

実績 職務内容等

0

令和2年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

予備費 299,731

通信費

1,419,723

R元決算額

設定目標値

利用人数

7

町原自治会

本原地区コミュニティセンター施設名称

指定管理者名

計

0

項目 予算額
588,000

エアコン電気代追加

計

前年度繰越金

1,419,731

作業項目 作業内容 回数 実施日

831,716

決算額

R元年度実績 R2年度実績 対前年比(%)

266

指定管理者（R2年度）
備考

15

R2決算額

歳
入

自治会費より充当

0

831,716

自治会費 588,000

預金利子

施設の清掃

施設内の点検

防災管理者等による点検消防防災点検 毎月

毎月

毎月

定期清掃

設備の点検等

12

12

12

実施状況

自治会員

自治会員

自治会員

備品費

計画

500,000

役職等

定期預金

次年度繰越金

電気料

計

33,126

0

500,000

470,609

1,419,731 1,419,723

消火器4台分、電球交換

参加者数

100,000

250,000 226,333

22,35630,000

内容

備考
収入

予算額 決算額
支出

差引

事業・イベント名

0

開催日時

0

歳
出

0

0計

備考

0 計0

項目項目

計

燃料費 50,000 23,663

0 0

0 0差引

予算額 決算額

上下水道料 80,000 47,568

管理費 30,000 15,840 モップ代

火災保険料 30,000 27,600

維持修理費 50,000 52,628 トイレ部品交換、網戸張替え他



（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

従業員の配置状況

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だしなみや言
葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

従業員の施設利用者への対応

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施状
況

電気・ガス・水道・燃料の使用
状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状況

報告書等の提出

評価項目 判　断　基　準 評価

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されてい
るか。責任者や指揮命令系統は明確か。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握
し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整
理整頓が行われているかどうか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。施設運
営に不要な経費の支出がないか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞な
く提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。

評価

○

○

○

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われて
いるか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対
する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。

環境への配慮 省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○

○

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。

収入増への取り組み状況

支出の状況

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

○



（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

評価項目 判　断　基　準 評価

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入してい
るか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のため
に必要な対策が講じられているか。 ○

評価

判　断　基　準

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

労働時間

サービスの提供方法

公平性の確保等

評価項目

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法
が明確であり、適切に管理されているか。

○

評価

○

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切に行われ
ているか。

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施
等、漏洩防止の対策が講じられているか。

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

○緊急・災害時への対応

法定帳簿
法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されている
か。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難
訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

コロナ禍により感染防止のため、消毒液を玄関に置いた。
必ずマスク着用とした。

コロナ収束後、利用拡大を図りたい。

なし

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

(４)その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

(１)令和2年度（令和2年4月1日～令和3年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み



No.123

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人 人

（施設所管課による評価）
新型コロナウイルス感染症の影響により、前年度と比較し利用者が減少している。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

消防設備点検 有資格者による法定点検 年2回 10/13、3/11 専門業者に委託

雑収入 0 6

消防設備点検 防火対象物点検 年1回 3/11 専門業者に委託
エレベーター保守点検 専門業者による保守点検 年12回 月1回 専門業者に委託
電気保安設備保守点検

指定管理者が
行う業務内容

・鹿教湯温泉交流センターの利用許可に関する業務
・鹿教湯温泉交流センターの施設、設備等の維持管理に関する業務
・観光や保養、療養、健康づくりのために鹿教湯温泉を訪れる人々と地域住民との交流
及び地域住民間の相互交流を促進し、地域の観光や特産品の情報発信を図る業務

施設所管課

令和2年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 上田市鹿教湯温泉交流センター

指定管理者名 鹿教湯温泉観光協会

指定管理期間 令和3年4月1日～令和8年3月31日 料金制導入区分 利用料金

 　丸子地域自治センター　産業観光課

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況

日常清掃業務 日常的な館内清掃 1日1回以上 毎日 職員

定期清掃業務 専門業者による館内、足湯清掃 週2回 月・木曜日 清掃業者に委託

消防設備点検 防火管理者による点検 1日1回 毎日 職員（有資格者）

有資格者による法定点検 年12回 月1回 専門業者に委託

自動ドア点検 専門業者による点検 年1回 3/4 専門業者に委託

指定管理者（R2年度） 市

利用区分等 設定目標値 R元年度実績 R2年度実績 対前年比(%)

利用者 16,000 15,984 4,148 25.95%

R2決算額 備考

収
入

利用料 1,355,000 950,210

歳
入

使用料 836,193

項目 予算額 決算額 備考 項目 R元決算額
834,827

冷暖房等利用料 30,000 0 国庫支出金

指定管理料 2,133,000 2,188,000

事務費等 2,740,000 2,687,654

321,000
新型コロナウイル

ス感染症対応地方
創生臨時交付金

交付金 0 321,000
指定管理者支援事
業交付金

共益費 717,000 722,401

計 4,290,000 4,181,617 計 836,193 1,155,827

指定管理料 2,188,000 2,188,000

人件費 1,550,000 1,507,100

歳
出

役職等 計画 実績 職務内容等

指定管理者支援

事業交付金

工事費 820,800 418,000

委託料 116,380

交付金 321,000

2,927,000

差引 0 △ 13,137 差引 △ 2,233,987 △ 1,771,173

計 4,290,000 計 3,070,180

支
出

4,194,754

管理担当（常勤） 1人 1人 経理・総務業務

受付担当（非常勤） 1人 1人 受付・窓口業務

統括責任者（常勤） 1人 1人 全館の運営を統括

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容
なし



(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

収入 支出
決算額 備考

なし
項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されてい
るか。責任者や指揮命令系統は明確か。 ○

0

差引 0 0

計 0 0 計 0

電気・ガス・水道・燃料の使用
状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ○

休館日・開館時間等の状況 条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施状
況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整
理整頓が行われているかどうか。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○

各種保守・点検業務の実施状況
事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われて
いるか。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞な
く提出されているか。また、内容は適切か。 ○

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。施設運
営に不要な経費の支出がないか。 ○

環境への配慮 省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

帳票類の保管等 経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。 ○

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○



(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対
する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だしなみや言
葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握
し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。 ○

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切に行われ
ているか。 ○

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

36協定 36協定が適正に締結されているか。 ○

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。 ○

法定帳簿
法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されている
か。 ○

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。 ○

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。 ○

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。 ○

労働時間 労働時間の管理は適正か。 ○

賃金 賃金の管理は適正か。 ○

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法
が明確であり、適切に管理されているか。 ○

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難
訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施
等、漏洩防止の対策が講じられているか。 ○

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のため
に必要な対策が講じられているか。 ○

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入してい
るか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(１)令和2年度（令和2年4月1日～令和3年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

③その他

(２)指定管理業務実施上の課題

気になっていた館内のフローリングのワックス掛けを業者に依頼して行いました。

不要な電気を消し、エアコンの温度調整に気を配りました。

コロナウイルス感染予防として職員入口に消毒液を配置しました。
職員はマスク着用、窓口対応には飛沫防止の為、除菌消毒剤入りの加湿器を設置しました。

コロナ禍のため、各種団体の定期利用も減少し、利用料金収入が激減しています。
ホールの折り畳みの会議机の痛みが増え購入したいところですが、予算取りが出来ずにいます。

コロナの感染状況次第です。

ホールの折り畳みの会議机が傷んでいるとの苦情がありました。
一部を使用禁止にしております。
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